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打Eくし1'51;1、利根川と手貰召仁刀こまれ白内と歴史には
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昭
和
例
年
第

2
回
市
議
会
定
例
会
ガ
6
月
3
臼
か
ら
村
山
白
ま
で
の
旬
臼
間
の

会
期
で
開
催
さ
れ
、
冒
顕
、
市
長
ガ
5
裏
白
の
市
政
一
般
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

会
回
は
、
こ
の
市
政
一
般
報
告
を
要
約
し
て
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
、
議
案
は

1

消
防
署
布
佐
分
暑
の
建
設
L

ゃ
ー
布
佐
中
校
舎
溜
築
、
柔
剣
道
場
新
築
工
事
し

な
ど
叩
議
案
が
提
出
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
の
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

て
再
ひ
広
向
、
長
崎
の
陪
川
問
を
山
内
リ
k

し
て
は
な
り
な
い
こ
と
を
壮
界
的
人
々

に
訴
え
な
か
り
除
昨
す
る
与
え
で
す

N
E
C
i大
和
団
地
聞

の
道
路
整
備
着
々
と

昭
和
同
年
度
か
ら
臨
時
一
父
付
金
事
主

と
し
て
進
め
て
き
た
す
H
山
日
売
柑
は

当
副
施
行
す
へ
き
区
間
日
本
必
ス
技
好

T
U
P
生
時
か
、
h
大
相
川
地
ま
で
の
延
長

委
員
の
立
見
を
聴
き
な
か
ら
6
月
末
を

1
1
0
り
日
を
計
画
し
、
こ
の
す
ち
川

H
注
に
、
市
の
行
政
改
革
に
つ
い
て
の
年
度
は
約
6
0
0
一
カ
定
成
し
ま
し
た
J

H

院
本
的
な
課
題
を
ま
と
め
る
与
え
で
す
η

引
き
続
き
今
年
皮
は
約
3
5
υ
4
を

特
配
備
す
7

0

f
定
で
す
カ
、
さ
ら
に
岐
リ

内
部
分

L
年
世
内
に
完
成
す
る
よ

7

X

付
金
円
増
制
確
保
等
に
努
め
ま
す

証
般
報
制
一
一
体
育
館
員
曹
、
関
に
オ
ー
ブ
ン

の
女
イ
ハ
レ
ボ
ル
品
川
蛇
試
合
を
Ar

幽
し
て
い
ま
す
。
開
館
に
つ
い
て
は
、

9
月
中
に
岬
怖
を
行
い
、
川
月
1
日
の

オ
フ
ノ
を

F
定
し
て
い
ま
す
〕
こ
れ

市
民
体
山
口
館
建
d
r
事
は
、
昭
和
刷
、
に
よ
り
今
年
皮
肉
市
民
体
育
大
会
は
、

川
年
皮
肉

2
カ
午
副
校
事
業
で
進
的
内
体
育
侃
を
中
心
に
井
伸
ス
ボ

l
ソ

続

れ
て
い
ま
す
山
叫
ん
判
舶
は
、
注
d
工
事
伐
を
実
地
す
る
計
阿
て
す
」
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1
5
}
}
J
i
、
主
一
、
工
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-
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9
1
0
り
一
力
円
て
へ
口
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侍
6
υ
o
M

円
日
月
末
現
白
内
進
持
ド
は
約
刊
υU

J

L

O

O

月
中
に
は
定
成
の
児
通
し
で
す

沼
山
式
典
は
9
月
7
U
を
予
定
し
、

あ
わ
せ
て
日
本
屯
気
付
品
i
フ
ィ
ル
ム

ス
ポ
ー
ツ
の
殿
堂

い
よ
い
よ
完
成
へ

行
政
改
革
推
進
の
た
め

行
政
改
革
懇
談
会
発
足

行
政
改
革
を
進
め
る
に
あ
た
り
市
代

の
吉
見
を
聴
く
た
め
、
、
4
9

月
4
日
付
け

で
8
れ
の
吾
民
に
よ
7
0
行
政
改
革
思
誌

へ
去
を
代
化
足
い
た
し
ま
し
た

会
議
は
す
で
に
2
問
問
似
し
市
内

現
況
を
説
明
し
て
立
見
を
お
時
き
し
ま

し
た
今
後
、
さ
り
に
会
談
を
開
き
、

平
和
の
記
意
碑

手
賀
沼
公
園
に
建
立

市
て
は
市
民
的
生
命
と
玄
九
十
を
守
る

た
め
世
界
的
阿
久
J
r
刊
を
希
求
し
、

川
年
目
月
4
H
、
平
和
郡
市
宣
言
を
行

い
ま
し
た
今
年
は
手
相
都
市
立
一
司
の

与
業
円
一
環
と
し
て
、
ヂ
刊
の
記
念
碑

を
子
山
H
沼
公
同
に
ゆ
佳
子
仏
し
ま
す
c

記
士

碑
は
被
爆
地
で
あ
る
広
島
市
カ
り
市

民
団
体
カ
望
論
し
、
品
リ
支
け
た
川
町
略

的
行
ヰ
」
品
に
泣
形
し
た
も
の
と
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来
る
8
月
G

H
に
は
、
片
山
只
器
内
恐

ろ
し
き
と
慌
時
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町
村
山
し
み
を
、
そ
し

ー
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eラー由門館育体を謀

吉
岡
円体

+
』
伊級
官
咽
市
民
体
育
館
の
設
置
及
び
管
理
に
関
?
け
す
る
も
の

知
に
す
る
条
例
の
制
定
市
民
体
育
館
の
は
置
市
中
小
企
聾
資
金
融
資
条
例
の
一
部

。
設
置
仁
川
ぃ
、
何
用
件
等
を
定
的
る

L
の
世
正
商
工
会
内
祖
弘
強
化
を
凶
る
と

ず
施
ら
い
画
市
農
業
振
興
地
域
整
備
促
進
協
議
会
ー
と
も
に
、
市
と
の
連
携
を
出
に
し
、
ド

日
付
条
例
の
制
定
民
生
一
“
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の
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ン
て
つ
訟
の
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H

開
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を
一
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7
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の
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を
は
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内
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定
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L
山
車
工
事
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負
契
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の
締
結
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州
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廿
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需
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佐
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告
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主
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て

主

主

杓

を

ま
が
他
行
ム
ロ
内
崎
正
に
川
村
い
政
正
ナ
る
む
の

1
倍
1
5
0
0
万
円
で
怖
付
す
る

ιの

ヱ
民

竣
市
車
市
教
員
の
育
児
休
輩
に
係
る
給
与
等
温
工
事
請
負
契
約
の
締
結
印
件
中
校

A

に
関
す
る
条
例
の
一
部
政
正
地
灯
台
介
用
拡
え
ひ
一
来
剣
道
時
桁
祉
問
打
仁
ド

5
i
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I
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i
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〉
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一
一
一
、
と
〉
}
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-一日ヘげ科，
f
J
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出
立
じ
け
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、
出
グ

J
c
g
h
Z
4ーを
1
陀
7
i
け
り
ん
い
て

基
本
構
想
巳
基
づ
き

基
本
計
画
を
策
定
中

総
合
計
阿
策
定
の
た
め
円
内
市
定

祖
地
と
し
て
松
台
計
画
取
定
推
進
本
部

止
U
総
合
計
幽
日
曜
定
フ
ロ
ジ
工
ク

1
チ

ー
ム
を
梢
出
し
ま
し
た

現

ιフ
ロ
ン
乞
ク
ト
チ
ム
て
は
、

新
基
本
防
相
心
に
込
っ
き
存
郎
防
の
し
わ
れ
ι

師
事
業
に
似
き
し
た
給
九
日
的
か
っ
体
系

化
し
た
民
主
計
耐
を
液
定
中
て
す

一鶴
L
P則
一
世
帯
佐
一
分
署
建
設
な
ど
問
問
件
可
決

柿
結
す
る
も
の

壷
市
道
路
線
の
認
定
開
先
h
為
の
完

f
足
U
地
山
口
氏
の
民
述
内
問
に
供
す

る
た
め
、
恨
戸
山
山
、
佐
本
地
先
的

道
路
を
市
道
と
し
て
η
附
記
す
る

L
の

画
市
道
路
線
の
変
更
地
日
同
住
民
の
主

泊
の
何
に
供
す
る
た
内
、
佐
木
地
先
内

市
道
ヰ
一
位
ド
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る
も
の

甲
南
昭
和
引
年
度
市
一
般
会
計
補
正
予
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出
1
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J
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づく市

7
月

1
日
現
介
忙
で
、
全
同
一
斉
に

卒
業
所
統
計
調
伝
が
実
地
さ
れ
ま
す
。

調
査
票
内
記
入
は
、
も
ヲ
お
済
み
で

し
ょ
う
か
近
日
中
に
調
定
員
が
お

向
い
し
ま
す
の
で
、
よ
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し
く
ご
協
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択
の
公
開
刊
ボ
ノ
ク
ス
と
山
内
主
主

地
誌
に
も
川
口
し
て
あ
り
ま

t
の

山
川
和
叫
年
7
パ
7
日
以
前
に
出
生
の
て
、
ニ
刊
川
く
だ
さ
い

方
て
、
本
年

3
H
m
日
以
前
か
」
り
投
開
町

frト
巾
に
住
川
町
長
付
さ
れ
て
い
る

l
J
。
投
票
区
と
投
票
所
の
変
更

の
万
に
は
す
て
に
投
u
q
h
r
理
#
「
ハ
カ
川
っ
く
し
野
6
了
自
の
す
べ

τが

者
一
を
郵
宅
叶
み
て
す
め
て
、

h
品
川
高
っ
く
し
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル

J
M
Z
R以
f
m
世
帯
て
は
あ
い
門
カ
し
に
つ
く
し
引
地

K
は
1
1
日
か

的
ハ
カ
キ
に
ハ
サ
ミ
を
人
れ
て
切
り

h
G
I
け
ま
て
か
っ
く
し
町
コ
ミ

取
J

て
品
zU
お

け

ち

く

た

さ

い

よ

ニ

テ

ィ

ホ

l
ル、

7
1日
か
佐

本
小
f
u
M
に
4
り
ま
ナ

U
我
孫
子
中
学
校
は
、
投
票
所
を

武
道
場
に
変
正
し
ま
し
た
の
て

正
門
を
人
り
ん
側
に
お
温
み
く
た

さ
い

。
投
票
の
で
き
る
万

。
選
挙
公
報
は
明
日
の
朝
刊
に

件
直
半
と
も
泡
学
公
知
カ
ヘ
叫
h
さ
れ

ま
す
か
必
学
問
日
現
吾
川
日
九
五
て
は
明
日

の
刺
刊
に
折
リ
込
ん
ご
配
付
し
ま
ト
タ
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な
が

i
い

あ

か
ら

イ
、
滋
銀
総
寸
て
機
嫌
保
険
統
的
扶

後
口
入
っ
た
と
き

ゆ
絞
験
中
町
、
決
〈
古
紙
マ
該
当
中
v

が

叫
山
地
械
に
な
っ
た
と
き
‘
一
密
が
ま
だ
印
哉

米
織
の
と
き

V
以
上
町
田
明
舶
の
半
続
き
由
と
き
に
A
W

察
な
も
の
(
夫
掛
2
人
骨
)

*
年
金
子
日
間
(
国
民
草
余
と
隊
ゑ
年

金
)*
割
引
を
お
入
し
て
い
る
制
問
機
保
体
問
諒

*
印
後

主
総
河
夕
刊
ょ
が
緩
め

2
5
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粉
滋
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サ
ラ
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…マンの

…
奥
さ
ん

九
議
議
官
官
瀞

師、
鳥田vr 指

ζF 

i議/

脚
桝
織
の
品
事
方
は

変
更
の
筒
求
が
で
串
ま
す

ニ
の
告
示
さ
札
た
案
に
係
る
問
、
ふ

た
は
字
的
区
域
内
に
住
所
を
称
す
る
カ

f

で
、
市
議
会
の
銭
円
民
お
よ
が
批
刷
機
内
滋

挙
権
を
有
す
る
方
は
常
削
減
拡
に
村
川
し
、
特

出
向
日
か
ん
り
初
日
告
時
間
滋
ず
る
自
ま
で

に
、
そ
的
知
人
以
上
的
必
需
を
も
っ
て

線
的
を
付
け
て
殺
に
対
す
る
変
面
史
的
議

求
を
す
る
こ
と
か
寸
き
ま
す
ロ

嘗
総
い
会
わ
せ
庶
務
課
住
儀
袋
一
市
川
開

警の

芸事総書手ま

審
議
会
が
答
申

校
総
灘
消
絞
機
感
象
的
…
環
と
し
て

ふ
入
学
新
本
及
び
火
学
布
役
町
一
部
地
銭

的
ム
税
務
伽
都
市
を
護
施
す
る
た
め
、
学
的
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ぬ
明
容
習
場

け
係
筏
料
を
納
め
た
場
合
的
3
分
的
ー

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
め
守
、
よ
〈
お

考
え
の

7
え
申
滅
し
て
く
々
き
い
。

今
年
も
上
認
め
滋
り
終
怖
般
的
笠
中
紋
布

を
一
甘
い
ま
す
。
次
的
Aq
に
十
分
ご
日
意

〈
だ
在
い
ω

務
数
殺
附
臨
山
崎
水
図
内
に
立
ち
入
ら
な
い

で
〈
従
事
い
。

組
欄
絞
世
叩
昨
脇
叫
噌
隣
悼
惜
の
毅
闘
臨
は
、
散
徹
中

一
一
戸
告
絡
め
て
く
だ
さ
い
。

総
決
滋
輯
な
ど
は
、
数
羽
終
了
時
閉
じ
干

し
て
く
だ
さ
い
e

開
閉
散
棒
、
H
Y
麹
ギ
ン
ダ
な
V
ら
は
十
分
注

意
し
て
〈
だ
8
い。

す
問
問
い
合
わ
廿
銭
的
議
鍛
山
中
日
始

免
除
4hov
け
た
期
間
は
い
山
年

一
部
ま
で
き
か
め
は
一
二
に
当
時
的
仰
険
料

ぞ
納
め
る
与
と
(
進
出
問
}
庁
で
き
ま
寸

敬
訪
に
ゆ
と
り
か
で
き
れ
μ
と
弘
、
は
、
州
司

附
す
る
よ
-
ワ
心
矧
げ
ま
し
ょ
フ

ま
た
、
今
年
初
4
H
け
か
ら
ん
の
免
除
問
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剛
山
に
勺
い
て
め
G
A
開
館
は
、
刊
「
州
制
Awd

ハ
ゑ
年
制
門
包
会
5
%
)
よ
か
加
持
さ
れ
る
よ

ヲ
に
主
り
ま
し
た
い
こ
の
i
H
円
か
ら
1

年
間
免
除
キ
」
A
(
ヌ
け
た
い
お
は
、
7
H
月
初

日
ま
で
に
市
役
所
年
金
絡
ま
て
山
附
議
し

て
く
た
さ
い

ァ

、

ま

年

金

か

ら

主

総

合

¥

保

険

料

夜

目

、

;

-

;

，

絞

め

ら

れ

h
f
iさ
な

い

場

合

イ
、
共
持
組
合
か
ら
隊
泳
部
A
m
へ

f
ふ
れ
ド
ト

t
む

均
出
入
し
た
と
き
問
自
民
年
金
に
は
的
地
内
総
縫
い
い
は
み
ら

4
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
L
た
較
的
樹
氏
年
て
一
地
認
ヰ
λλ
げ

な

け

れ

は

な

り

ま

せ

ん

。

ゥ

、

挨

液

統

合

か

ら

仙

聞

の

共

済

組

れ

な

い

e
回
開
跡
地
料
免
除
い
め
縦
波
が
あ

金

で

は

、

移

朱

年

余

ま

た

は

共

涜

年

金

こ

の

溢

け

山

出

合

伊

都

れ

ま

す

と

、

将

来

、

A

H

へ

い

加

入

し

た

と

き

り

ま

す

“

に

相

交

し

て

い

ゐ

サ

ラ

リ

ー

?

ン

に

扶

年

委

設

け

ら

れ

な

く

な

る

お

そ

れ

が

足

、

除

党

議

と

な

っ

た

と

き

喜

祭

主

ど

綴

災

年

主

義

加

養
さ
れ
て
い
る
興
事
ん
は
、
第
3
号

被

あ

り

ま

ず

か

ら

、

ま

だ

お

済

み

で

な

い

⑨

飢

餓

絞

め

炊

羨

か

ら

は

ず

れ

た

と

入

替

の

っ

ち

、

綴

2
秒
被
係
数
者
約
方

向

隙

絞

殺

と

し

て

問

機

長

年

金

に

加

入

す

る

お

は

き

っ

そ

く

寝

付

お

ま

し

ょ

う

斗

診

た

ち

だ

け

の

制

成

て

、

家

計

が

苦

し

〈

ニ

と

に

な

り

ま

i

た

。

ね

つ

J
Jぺ
1
j
i
-
-
j
U
3わ
ゆ

み

入

車

が

就

職

、

ま

た

は

議

ア

、

収

入

が

あ

り

、

護

保

険

絞

て

ど

フ

し

で

も

保

険

料

を

納

め

る

よ

と

守

護

保

警

告

は

密

分

で

保

険

料

一

湖

円

、

白

一

事

詩

ご

な

量

な

ど

で

寄

与

金

E

共
室
長
入
、
的
扶
養
に
入
れ
な
く
な
っ
た
と
き
が
ぞ
き
な
い
方
が
申
請
し
て
認
め
ら
れ

…

m
w
加
入
者
二
一
一
一
一
新
鋭
樽

O

一

目

〓

記

t

を

納

め

な

く

て

も

年

金

キ

受

け

と

る

面

制

定

一

~

益

事

記

量

し

た

と

き

イ

、

警

そ

な

ど

て

寄

る

も

の

で

す

〈

住

宅

?

/

語

体

内

が
で
き
ま
す
。
ご

Z加
入

し

じ

い

れ

ド

ド

ド

I
I
E
i
E
l
i
t
-
-
室

係

者

が

葉

、

ま

た

は

議

な

の

護

保

警

か

ら

は

ず

さ

れ

た

塁

辻

認

め

ら

れ

ま

せ

ん

Y

て
い
る
年
金
制
肢
が
ま
と
め
ど
災
級
す
問
実
年
金
〈
務
上
総
3
交

に

い

開

①

京

外

に

転

出

す

る

と

晶

、

ま

た

は

ど

で

写

生

受

主

共

淡

総

合

い

加

入

・

と

き

こ

め

申

請

が

認

め

=

匂

れ

ま

ナ

と

、

中

る
か
ら
で
寸
g

入
し
て
い
る
努
さ
ん
は
今
後
、
次
の
よ
市
外
か
ら
転
入
し
た
と
島
〈
新
仲
叫
耐
地
脱
退
L
h工
事
へ
m
w
絞
殺
潟
明
、
あ
れ
ば
、
②
配
偶
者
的
絞
榔
慨
に
入
っ
た
と
与
請
し
た
期
間
〈
1
年
以
内
J
付
加
け
問
問
次

第
3
今
綾
保
険
績
に
な
る
た
め
に
は
、
う
な
異
動
が
部
品
殺
し
ま
し
た
ら
、
必
ず
の
役
続
ヘ
)
夫
婦
で
年
念
的
制
W
篠
山
中
'
い
械
が
必
婆
で
す
)
ア
、
収
入
が
め
J
な
く
な
り
、
絵
康
科
は
免
除
に
な
り
ま
す
が
、
将
来
受
け

住
所
域
内
議
前
村
役
泌
へ
附
け
出
を
L

市
役
所
部
品
m
品
開
に
お
緩
け
お
く
だ
さ
い
の
惨
筋
肉
f
紋
所
が
変
わ
フ
た
と
き
⑤
飢
偽
殺
が
転
殺
し
た
と
き
保
険
絞
め
紋
絡
に
入
3

た
と
き
取
る
託
料
脚
部
余
的
制
酬
は
そ
の
間
期
間
間
分
だ
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称

丹

変

出

吏

民

等

に

つ

~

、

い
て
、
先

ι怯
屑
表
示
審
議
会
に
絞
殺

L
て
い
ま
し
た
が
こ
の
た
が
審
滋
会

か
ら
答
申
さ
れ
ま
し
た
。

+
市
で
は
務
串
に
基
づ
い
て
‘
市
議
会

に
住
居
表
示
災
諮
問
た
め
的
診
内
総
械

お
よ
び
そ
の
名
品
跡
的
波
数
に
織
す
る
議

案
を
縫
山
叫
す
る
に
あ
た
り
、

6
同
月
刊
日

に
凶
1
e
凶
2
の
よ
う
じ
愛
護
す
る
獲

較しい年金制度では、

民主燃として自主園内に総

む20殺から60議までのす

べて的人が図民年金に加

入し，.れニ的加入者は

次的 3際紛iニ分けりれま

す。

@書再 1帯主義機験者
農業や酪1おなどのを当営

業の方で、 B ド震設内iニ主主

戸斤のある20歳以上部絞米

構内方

。軍事 2号核保験者

稼業年金保草食、共淡組

合めち詩人革委

4吾妻罪事帯被保険者
事告 Z智被保険者向後扶

養露出高】お(サラリ…サン

の奨~ん等)段以上

60露呈未満の'jj

開
門
え
は
な
小
納
付
の
ん
の
F
M
酎
年
金

銭
凶
M
m
w
w
H
2
m
o
o
川
円
で
す
が
繰
り

上
げ
定
的
問
で
悌
品
か
り
年
金
bL受
け
る

と
、
日
叫
ん
民
対
決
料
相
に
主
り
お
H
1
2
2
0
り

閣
制
民
専
念
的
老
齢
(
通
片
付
表
齢
}
!
と
い
い
ま
す
悶
に
な
っ
J
、
し
ま
い
ま
す
ー

ム
ポ
や
革
齢
討
議
年
金
が
A
m
I
け
、
り
れ
る
年
し
か

L

年
金
綴
は
d
x
受
託
慨
し
搾
り
上
げ
請
求
し
ま
?
と
、
支
ま

齢
は
悶
哉
か
h
と
も
っ
て
い
ま
す
が
、
た
年
齢
に
応
仁
て
次
的
表
的
よ
ヲ
に
-
で
に
障
害
と
な
っ
た
川
崎
仇
、
将
必
対
日
終

希
望
に
よ
っ
て
は
悩
殺
か
ら
的
絞
め
郊
定
的
都
合
て
減
籾
さ
れ
、
的
役
以
後
も
年
金
は
受
け
い
り
れ
ま
け
ん
η

ま
た
厚
生

に
請
求
し
て
早
〈
殺
げ
は
と
め
る
斗
と
増
減
さ
れ
ず
、
そ
の
約
合
同
ぺ
生
変
わ
年
金
泌
λ
郊
純
一
1
都
以
上
)
内
あ
る

む
で
き
ま
す
胞
と
れ
か
一
吋
絞
っ
上
げ
詰
り
ま
せ
ん
じ
方
い
い
づ
い
て
は
、
m
m
ほ
か
ら
師
哉
ま
で

5
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
i
i
l
l
-
-
吋
I
l
l
l
の
持
続
文
言

y必
原
生
年
全
は
主
拾

が

一

ω設
以

上

出

歳

来

期

的

…

必

九

一

1
4

一
:
j
i
l
l
同
い
い
ハ
ド
U
円
い
い
い
い
!
;
;
:
ぃ

r

z

f

」
停
止
に
な
ッ
て
し
ま
ミ
す
」

出
「
:
;
一
必
ほ
は
ほ
川
崎
川
清

i
j
!
L

白川

L
日
不
入
手
均
寿
命
は
年
ぷ
び
、

山

一

同

部

品

域

以

上

紛

後

来

機

お

九

…

府

間

決

行

教

の

長

寿

司

出

と

な

り

、

主

仲

間

魚

崎
騨
第
一
線
思
統
絞
上
削
明
後
末
機
…
波
丸
一
治
一
は
墜
さ
長
く
な
勺
げ
に
い
ま
ず
い
品
開

館
務
一
ー
;
ー
円
い
μ
1
J
1
1
j
I
J
r
A
I
l
l
1
1
1
い

;

o

t

d

喜

一

;

割

引

2

J

I

l

-

-

川

町

」

り

上

げ

請

求

す

る

と

き

は

J
i

胃

V
I
l
l
i
-
-
i
i
i
i
!
!
!
j
i
j
j
j
j
j
j
I
l
l
i
-
-
-
ー
し
r
i
l
l
旬
、
え
め
ヲ
え
請
京
し
て
く
た
さ
い

鱗け計

韓
議
離
輔

c 

ハ
工
、
ヵ
の
駆
徐

の
た
め
に

ム
エ
や
カ
的
発
ル
ー
時
附
刷
、
r
五
り
ま
し

た
。
十
市
で
は
そ
の
総
体
附
内
た
め
‘

U
巾一一

滋
や
欄
間
持
情
に
次
的
uu
日
開
寸
薬
剤
散
布
を

ご
的
精
力
を
お
吸
い
い
た
し
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ヲ
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は
り
1
い
こ
と
か
‘
一
一
仁
へ
は
哨
て
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
ぜ
ひ
一
一
夫
婦
て
参

加
恥
し
て
く
と
き
い
L

w
v
日
時
7
月
四
円
、
上
一
午
前
Q
J
時
加

す
か
円
日
時
却
す
ま
と
{
交
付
は
吋
同

会
均
で
午
前
9
時
か
ら
一

w
-
内
総
※

M
ミ
リ
川
町
う
吋
ほ
と
「
灼

出
亦
ち
ゃ
ぺ
的
打
開
州
以
内
人

vr お

長
楽
大
好
き
、
将
米
は

ミ
ュ

i
ジ
シ
ャ
ン
?

今
井
一
門
ゃ
ん

.
れ
か
門
付
」

(3) I鵬 7.

い
ま
す
叫
こ
め
泣
か
め

λ
山
花
は
午
前
9

時
給
分
か
-
可
日
時
ま
て

マ
持
参
母
子
的
仕
様
子
総
と
ハ
ス
タ
オ

ル
1
位
，
予
知
市
に
は
た
符
状
況
を
よ
〈

問
問
祭
し
て
一
記
入

L
Z
L
ょ
う
v

滋
引
弘
明
~

陣
訟
は
吋
子
帥
祉
税
予
絞
め
税
制
閉
め
燃
料

#
(
ι
3
3
4
6
か
h
u
H
湖
、
9
4
5
3
1
H
か
け
m
則
一

存
」
判
別

L
、
川
出
場
検
問
開
会
公
け
ま
し
ミ

V
持
参
母
子
被
出
唯
一
子
政
と
関
誌
禁

(
記
入
謝
礼
内
7
4
い
よ
ヲ
に
お
給
い

L

ま
す
)

V
判
明
議
問
柑
引
年
記
門
1
日
か
h
m

和
口
引
年
3
門
別
お
や
ま
れ
ま
で
の
れ
幼

児
お
よ
び
1
皮
も
ソ
ヘ
ル
ク
リ
シ
反
応

検
丘
。
日

C
G
F防
接
的
令
長
け
て
い

な
い
礼
松
田
ん
。
品
か

ηま
て
に
受
け
て

く
た
さ
い
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一
'
M
門
川
正
当
H
、
次
の
刷
目
に
該
当
す
る
舟
品
川
子

乳
幼
児
は
、
不
治
医
に
削
校
内
後
お
い
ポ
リ
オ
投
与
汚
1
M
出
向
口
と
2
日
開
認
め

で

〈

日

以

答

勺

協

同

開

は

8

巡

間

間

以

上

品

げ

て

〈

だ

さ

い

E

j
f
i
i
i
d
 

一
れ
計
れ
わ
い
い
十
紅
則
子
宮
が
ん
撲
絵
1
1

計
殺
に
龍
一
燃
の
あ
る
f
ネ
同
開
川
川
内
時
叫

総
本
山
柴
山
ゅ
の
あ
る
f
*
H
V
為
げ
つ
け
を
お

や
一
し
と
1
格
以
内
内
f

V
帥吋問削

定
締
約
械
~

槻

あ

ッ

一

す

ー

お

っ

く
う
か
ら
す
い
い
山
中
し
は
…
ん
て
く
だ
さ
い
c

v持
替
問
吋
チ
峨
様
子
総
駒
山
市
凶
検
川
訟
は
係
数
七
シ
タ

i
に
な
り

出
y
ヘ
ル
ク
リ
/
の
時
は
阿
川
捻
渋
は
ま
ず
カ
司
祭
拘
禁
-
札
た
吟
ぷ
明
℃
詰
州
説
話

必
阜
、
あ
の
玄
ぜ
ん
d

に
は
成
人
病
的
縫
康
誌
去
を
い
同
時
に
突

っ
叶
れ
勺
ペ
バ
バ
バ
ペ
U
H
H
け
引
一
日
泊
し
て
い
ま
す
の
で
ご
制
刊
得

一
長
室
宣
言
チ
J

宋
リ
ヨ
警
一

γ
H
W
ド
ハ
日
い
い
い
い
い
り
い
に
は
け
じ
主
お
、
保
控
セ
ン
タ
!
て
は
求
総
門
口

小
川
芯
?
と
生
ワ
ク
チ
シ
(
ポ
リ
オ
)
の

A
実
砥
し
!
ま
す
の
で
総
合
の
惑
い
人

投
与
は
、
3
か
け
か
ら
胞
か
円
ま
で
に
は
、
止
の
医
寄
機
問
問
で
受
げ
ら
れ
ま
す
q

，
L
M
出
受
け
な
汁
れ
ば
主
ら
主
い
定
期
め
た
だ
し
援
穣
機
関
門
潟
合
1
0
0
0

子

山

間

接

待

で

す

刊

の

何

人

負

紛

が

あ

り

ま

す

一

体
u
h
を
お
ん
正

L
、
洲
州
内
何
業
主
g
H
此
く
読

V
隊
療
機
関
伐
採
子
中
血
へ
病
段
、

ぺ
子
波
紋
に
記
入
し
、
ほ
チ
滋
続
半
後
胤
際
除
、
ド
人
総
数
際
協
、
滋
関
係
仲
間

と
と
も
い
い
持
参
し
て
く
だ
各
一
い
。

V
対
級
殺
判
決
以

i
め
た
怜

V
対
象
的
及
品
朝
交
際
相
出
年
間
丹
か
w
v
曲
叩
し
込
み

り
州
制
組
制
年
Z
H
月
然
主
れ
約
九
幼
児

氷
一
際
線
機
附
附
孫

、
帥
問
山
峡
争
制
執

ぶ
桃
川
ち
的
人
)
を
作
品
世
的
?
え
院
制
時

世
v
m
H
締
7
H
け
げ
約
一
本
ぺ
同
H
M
(
全
)
機
関
で
佼
誌

L
て
く
だ
恐
い
。

γ
法
i
時
叩
何
分
か
ら
2
時
泊
分
ま
小
、

W
T
時
間
は
お
出
版
療
機
関
へ
問
い
合
わ
せ

…
…
出
次
め
瑞
討
に
淡
当
ず
る
乳
幼
況
は
、
て
く
だ
さ
い
n

一
日
目
立
い
じ
い
廿
幅
判
判
官
閣
閉

い
る
子
家
協
白
し
い
栄
妥
耐
淳
書
の
子
*
心
イ
ラ
イ
ラ
す
る
、
眠
H
れ
な
い
、
一
一
組
が

捻
出
答
系
、
行
問
明
、
出
昨
践
に
長
患
の
あ
重
い
、
ヤ
ル
気
が
起
き
な
い
p

「
保
健

る
子
*
ひ
き
つ
け
を
お
こ
し
て
1
年
以
セ
ン
タ
ー
て
は
、
そ
ん
な
心
的
悩
み
を

事
蕗
骨
盤
鵠
闘
で
i

宅
内
子
肘
同
時
世
後
山
川
医
掠
機
開
問
て
縄
問
な
お
A
r
め
機
時
間
は
な
ゐ
べ
く
m
w
か
月

に

行

い

ま

す

り

談

当

者

は

ふ

療

機

燃

に

州

刊

聞

は

人

申
込
殺
が
問
診
し
て
あ
り
ま
す
め
て
、

点
検
出
叩
L
泳
ん
で
く
だ
さ
い

ー
開
制
は
3
!
8
渡
的
州
間
隔
て
3
国
技

J
一
一
湾
2
燃
は
1
附
朗
経
J
日
間
1
年
以
上

γ

あ
け
て
1
日
間
接
極
(
1
問
を
叫
刊
か
月

一
ま
で
に
接
窪
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
)

一
8
弓
を
吟
く
か
午
前

j
j
j
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1
認
は
1
;
2
調
の
間
取
で
2
山
門
機

U
M
均
2
織
は
授
か
不
1
到
機
材
明

4
月
号
、
4
7
司

入
浴
は
計
校
以
下
ー
な
い
っ
き
し
多
い
よ
フ
て
す
庁
、
や
は
り
お
ヂ
き

勺
か
え
な
い
と
お
っ
し
て
る
先
設
や
設
ん
約
千
熱
が
い
祝
く
よ
う
に
な
る
z

ま
て

物
的
認
続
が
あ
り
ま
す
が
苦
笑
際
に
活
は
、
持
滋
め
計
泌
を
欠
カ
さ
f
o
い
よ

波
0
0
凸

H
r
入
計
さ
せ
て
担
削
引
か
ら
発
う
に
心
誌
を
つ
け
て
ほ
し
い
と
患
い
ま

す
む
し
た
が
っ
て
入
滋
も
、
そ
の
田
県

認
円
後
に
す
る
こ
と
が
、
再
発
を
叫
仰

ぐ~一
f
え
で
も
必
要
で

L
ょ一フ

な
お
、
訂
昨
は
ち
分
〈
ら
い
な
ん
と

北
地
抗

L
て
い
ゐ
主
主
ヘ
リ
止
は
さ
ぜ
て
い

る
お
は
吋
u
ふ
ん
も
ま
れ
に
い
ま
す
が
、

結
勾
は
必
叫
パ
ー
と
な
ワ
、
問
料
刈
泌
を
役
引

術
品
パ
場
ま
リ
γ

る

t
j
i
!

構
臨
轍
メ

同
on
サ
?
学
山
刊
に
山
似
し
た
と
~
〕
行
、

そ
の
仙
胞
の
綴
枝
々
、
学
い
伐
か
、
い
り

来
る
よ
3
い
M
L
Z
後
践
を
e受
け
た
絞
殺
が

あ
る
お
持
ち
ん
お
も
い
る
の
で
は
な
い

は
内
川
的
日
計
は
‘
日
制
ぽ
的
と
ニ
ろ
い
い
U
4

縦
一
か
し
て
あ
り
ま
す
ー
お
m
w
M
R
U
λ
H

eu一
波
紋
駒
子
の
昨
司
刊
訂
度
以
下
で
あ
れ

ば
後
心
し
て
学
校
、
幼
凶
叩
凶
に
山
山
し

て
い
る
お
か
た
く
き
ん
い
h
っ
し
ゃ

る
と
恥
い
ま
す
t

し
か
し
、
お
子
さ
ん
の
平
熱
ル
品

川
叫
す
る
と
、
日
度
8
分
か
h
H
四
度
3

一
分
的
間
に
あ
る
こ
と
か
わ
か
り
ま
す

十
一
晶
体
u
信
徒
と
い
っ
て
、
平
然
的
高
い
で
し
ょ
う
か
。
特
い
薬
品
仏
で
も
体
織
の

お
子
さ
ん
も
い
ま
す
品
什
、
明
が
計
制
が
い
か
に
品
川
雨
明
か
、
山
料
品
河
内
f
渋

乾
く
あ
る
時
も
、
川
い
ず
体
同
慨
を
計
川
的
平
熱
と
的
毅
を
は
プ
糸
口
り
吋
げ
附
議
す
る

し
て
ほ
し
い
も
め
む
す
"
こ
と
が
ど
ん
な
に
た
切
か
、
お
わ
か
っ

相
判
的
体
刑
械
が
日
仰
向
収
7
分
か
ら
泌
校
、

平 37会均"，.
熟度古里見
ので語調a

話芸 21こ
が{ま 4コ
さ警も、
.... .1) "1'lJ て
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申
し
込
み
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予
約
、
日
時
子
一
お

知
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り
せ
し
ま
す
ョ
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揖
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幾
神
経
出
門
H
H
U
臨
時
間
山
途
町
内
先
生

一
骨
院
直
愚
直

一
一
持
こ
り
や
寝
痛
で
い
出
ん
で
い
る
人
は

い
ま
せ
ん
か
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中
毒
一
ロ
ロ
に
解
約
摺
誌
も
お

受
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と
ま
す
の
で
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節
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を
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付
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山
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収
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付
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開
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時
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H
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点
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午
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時
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円
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時
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va
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関
誌
腕
郎
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l
ヶ
ン
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血
陀
訓
辺
、
心
的
批
同
指
導
伺
政

w
v
申
し
込
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近
話
て
開
絵
所
へ

小
児
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性
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医
療
費
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助
成
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盟
主
寺
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吹
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F
A
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》
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h
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仰
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伐
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仲
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友
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仲
間
取
車
内
分
泌
抑
制
山
部



vr お

!だ関|

護保持だのしみ会i審理j
子どものだめ(])霊愛護護

今
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図
書
絡
で
山
川
、
…
殺
体
?
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の
催

し
と
し
て
い
胆
問
的
♂
双
休
み
お
た
の
し

み
会
し
左
J
I
ど
も
め
た
め
の
滋
史
教

家
弘
を
隊
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し
ま
す
c

可
哀
ι
悼
み
お
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の
し
み
会
ん
は
7
月
目
白
に
市
災
会
絡

む
、
7
H
丹
治
u
u
に
湖
花
ム
口
問
地
中
山
穴
絡

会
訴
で
、
そ
し
て
了
十
と
も
の
た
め
的

川
駅
東
教
室
ー
は
8
汚
5
汚
い
い
中
市
統
合
総

で
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地
い
た
し
ま
す
a
総
し
く
は
7
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〉
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仲
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〈
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申
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込
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党
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山
由
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2
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6
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主
魚
川
持
り
協
同
〈
広
告
今
犬
小
膝
(
鳩
山
日
×
興
行
何
日
X
世
間
問
)
で
つ
コ

i
ナ
!
掲
載
持
制
品
務
は
島
市
民

谷
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(
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〉
7
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8
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キ
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考
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作
品
川
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〈
側
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3
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v
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6
月
1
m
悶
か
ら
、
総
岬
開
始
帯
本
合
楼
法

が
滋
一
品
awれ
、
品
脇
陣
民
糊
酬
の
写
L
A
W
受
付

や
絵
師
世
緩
的
閲
覧
白
手
続
き
方
法
が
変

わ
H，
a
ま
し
た
。

今
窓
的
改
正
詰
、
近
年
に
お
け
る
校

住
民
鋲
め
与
し
内
総
求
に
あ
た
っ
て

は
、
本
人
か
ぶ
人
と
開
閉
数
帯
的
入
、

ま
に
は
弁
泌
上
な
ど
の
耳
炎
的
問
者
め
続

務
上
的
論
求
内
他
は
、
請
求
め
澄
市
開
を

判
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
ん
に
、
制
ま
れ
て
窓
口
に
米
る
人
は
‘
改
正
法
で
は
、
住
民
校
内
呼
し
な
ど

必
ず
請
求
者
本
人
的
飽
務
・
押
印
し
た
の
不
当
な
ロ
的
へ
の
隙
悶
を
恥
然
に
再
開

中
読
書
、
も
し
く
は
代
酬
明
人
総
人
間
か
止
す
る
た
め
、
総
次
総
酬
を
明
ら
か
に

委
任
社
長
お
持
ち
く
町
冬
い
L

…
一
ド
絡
め
さ
せ
屯
偽
り
、
そ
め
総
本
一
正
約
千
段
に

的
観
的
な
!
の
交
付
に
つ
い
て
も
同
械
よ
り
俊
民
ぽ
照
的
交
付
円
安
吃
け
た
者
ま
た

の
取
り
ぬ
い
と
な
り
ま
す
々
は
間
総
を
し
れ
ん
議
は
、
佳
代
政
部
本
心
門
様

な
お
、
彼
民
主
守
的
写
し
め
交
江
崎
山
間
給
付
識
に
よ
り
5
5
m
円
以
下
丹
波
余

濃
い
一
来
ら
れ
る
と
き
は
、
起
す
こ
門
会
に
ぬ
せ
ら
れ
ま
す
c

や
誌
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

v
mい
合
わ
せ
市
民
課

金
一
絵
師
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
議
続
的
議
帽
畑
、

崎
市
間
報
化
社
会
的
進
展
な
ど
の
社
合
機
務

的
変
化
に
対
応
し
、
係
人
的
ヅ
ラ
イ
パ

シ
ー
を
傑
怒
し
、
総
本
的
人
織
を
線
路

す
る
た
め
に
行
わ
れ
た
も
め
で
す
D

0， 4 1必 2

州
附
絞
め
で
沿
持
て
る
内
容
は
、
「
住
所
」
一
氏

お
h
生
存
仲
河
口
【
「
性
別
判
的
ー
を
治
ね
に

な
り
担
路
町
住
民
票
と
~
戸
騒
の
降
下
吋
に
つ

い
て
は
織
笠
が
で
き
な
く
な
り
ま
い
た

閲
覧
の
滋
求
も
、
リ
山
代
以
即
時
内
写
し

の
交
付
と
悶
リ
線
、
級
学
期
的
を
明
ら
か

に
し
、
患
で
押
印
か
必
饗
で
す
ζ

?
チ
ュ
ア
無
線
的
愛
好
家
令
、
し
、
地
域
的
防
犯
に
特
的
て
い
る
な
補
導
し
た
青
少
都
が
、

「
ν
c
-
3
せ
夜
混
く
ま
で
棉
線
化
総
合
成
は
3
年
一
一
引
、
初
め
3
名
て
ス
タ

i
L

山
間
山
市
で
き
る
よ
う
仲
間
で
協
カ
〉
ぶ
途

L
互
い
る
な
ら
ョ
ア
し
で
も
榔
阿
世
年

L
た
球
異
も
田
明
奈
は
品
名
心
ω

一
一
は
‘
年
齢
、
肺
刷
業
と
M
m
々
守
、
綿
一
戦
を

の
出
時
金
持
何
段
守
ν
ι
μ
礼
金
の
お
役
に
皆
さ
ん
判
制
緩
孔
市
住
密
閉
ナ
る
。
こ
れ
は
、
生
か
し
て
熔
淡
に
内
》
て
い
る
た
け
、

立
ち
た
い
い
と
い
桃
山
総
で
液
絡
を
夜
り
防
犯
治
勲
を
州
問
機
市
的
じ
ア
る
こ
と
と
、
引
払
述
も
お
時
誌
が
絞
殺
て
す
~
と
控
え
口

久
甘
い
が
ラ
ン
チ
ィ
ア
め
時
間
的
氾
活
動
を
心
を
引
与
織
的
w
w
後
等
が
な
い
よ
う
に
い
滅
寸
今
て
川
川
、

日
開
め
た
グ
ル
ー
プ
か
明
百
時
間
巡
目
一
泊
掠
打
。
す
る
た
め
P
3
私
泌
が
負
持
し
た
り
す
る
除
隊
か
加
鋭
ユ
に
い

均
的
冷
は
、
県
警
の
ル
指
導
者
受
け
と
、
跳
ね
的
動
か
」
?
い
て
い
る
山
間
後
に
波
る
パ
ー
ソ
ナ
ル
然
川
町

附
帯
祭
や
官
公
庁
に
協
力
、
鈴
を
か
け
て

L
ま
い
ま
す
い
と
F

タ
フ
ブ
に
、
更
正
し

泳
動
H
M
、
訪
犯
パ
ト
ロ
ル
と
彬
円
安
た
子
炉
達
も
加
問
叫
し

年
の
吉
成
か
中
心
u

交
流
を
詰
め
て
い
る
P

同
国
治
的
日
も
、
被
め
は
ね
も
相
川
国
土
曜
「
子
供
溶
辻
、
総
ふ
が
い

は
凶
分
迷
め
川
県
小
、
小
弔
問
い
を
パ
ト
口
1
i
J
お
じ
さ
ん
々
と
的

そ
校
日
開
ぷ
J

裁
が
暗
殺
に
、
w
総
額
コ

i
え
ん
で
終
っ
て
く
れ
ま

を
符
げ
開
始
。
滋
同
闘
は
夜
の
こ
と
州
内
ナ
い
と
悶
を
織
内
る

が
知
的
こ
る
か
予
測
て
き
f
砕
い
の
で
乍
必
M
m
m同
rub

す
府
間
数
で
行
動
す
る
。
ま
成
卒
者
約
制
こ
れ
か
ら
‘
夏
を

国
際
各
欽
語
・
家
出
人
、
ン

f
ナ
8
5
3
5

め
批
判
培
え
る
と
脊
少
年
内

弱
者
の
切
開
制
帯
、
ま
た
棋
縫
内
向
転
単
ヘ
非
行
が
地
引
い
刷
、
そ
し

の
指
導
な
と
、
夜
w
w
く
ま
で
総
与
、
時
て
一
良
一
H
h
り
や
花
L
K
火

に
は
熱
カ
入
り
滋
M
5
m
訊
日
に
な
る
こ
と
会
的
校
総
へ
め
ん
応
時
間

も
し
ば
し
ば
体
的
必
油
開
血
日
を
き
い
て
、

、
、
可
一
ー
し
い
'
ζ
3
b
v

-
F
A
L
j
Z
守

2
J
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日

uB万
広
州
開
℃
お
知
ら
せ
し
李
す
の

7
H
け
の
お
は
な
L
A
設
は
口
5
で
す
。

絡
命
片
山
泌
総
会
総
務
4
会
議
室
、
時
間
関

は
や
後
4
砕
か
‘
句
4
時
初
分
ま
で
で
す
c

v問
い
合
わ
せ
市
民
凶
書
館

世
(
山
川
一
1
1
1
0

隊

住
民
基
本
計
怯
に
定
的
ゐ
作
伐

と
し
て
の
地
位
円
安
岐
に
間
十
命
令

開
制
山
山
仁
は
次
内
4
っ
か
あ
り
ま
す
ζ

ゆ
ゆ
転
開
府
開
鞠
ト
市
山
内
て
役
所
を
H
W
ι
私

し
た
嶋
合
一
転
以
官
を
し
た
日
か
ら

リ
け
日
以
内
に
目
掛
け
出
る
〆

*
続
出
痛
他
丹
市
区
山
内
H
口
、

外
に
比
析
を
陪
転
ず
る
持
品
げ

ヘ

u
b
d
刈
刊
戸
出

司
什
出

会
却
可密

告
伊
転
入
居
他
的
市
区
燃
料
円
以

外
か
ら
ヰ
転
し
て
き
心
均
八
け
〈
転

入
し
た
汚
か
ら
は
日
以
内
に
届
け

出
る
}

*
倣
様
相
胤
後
押
欄
仲
間
所
的
異
動
が

附
け
れ
ず
に
吸
が
に
変
だ
が
あ
勺
た

均
一
品
川
、
お
よ
び
世
島
市
主
仁
後
史
的

ん
〉
h
u
埼
合
(
変
更
の
あ
つ
に
お

か
ら
H
a
以
内
に
儲
け
お
る
〉

;
 

ニ
め
頃
は
、
的
問
中
巾
約
治
的
合
や
子
と

ぷ
広
か
ら
ら
必
ず
円
以
い
内
線
↓
州
が
多
い

今
曳
J

初
旬
子
議
中
市
総
羽
小
山
ぷ
m
込
河
に
出

か
け
、
叫
出
子
山
仰
し
、
訪
問
K
Z
M
M
判
布
市
中
幻

滅
保
弘
、
介
一
に
浪
リ
盗
む
b

…
"
非
行
H

W

い
仁
め
'
な
ど
ぞ
お
い
例
み

め
山
内
、
私
達
仁
、
で
き
る
よ
と
で
し
た

ら
、
洛
カ
き
せ
て
い
た
た
思
ま
す
c

二

連
絡
く
だ
さ
い
〕

V
事
務
総
機
材
料
M
{
山
町
)
1
9
4
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闘
志
く
か
ら
の
議
は
現
在
、
長
世

1

舗
一
祭
り
も
援
活
し
、
ま
と
ま
り
は
十
分
。
…

輪
一
:
一
が
で
は
川
公
共
施
設
白
骨
骨
口
市

JehuLay-一七
さ
な
青
年
館
だ
け
d

却
人
も
入
る
と
い

っ
ぱ
い
で
す
」
と
小
捻
区
内
R
V
下
水
滋

や
公
間
的
経
僚
も
巡
れ
て
い
る
町
陣
内

主
鵡
る
品
目
路
は
侠
く
、
市
中
約
す
れ
濃
い

に
も
気
世
直
7
7
ほ
ど
っ

然
的
財
政
も
関
崎
判
的
タ
ネ
と
小
山
線
以

可
制
怖
の
的
手
数
刊
日
2
0
0
0
m
門
を

下
ヶ
阿
山
肌
守
的
む
名
人
と
い
£
ば
、

強
く
、
ら
平
成
ハ
い
は
殺
山
山
部
ぶ
り
に
八
例
と
い
っ
て
も
ウ
悶
ゴ
ル
フ
r
!
の
符

後
陣
竹
内
守
ゐ
役
γ

消
気
込
た
c

山
市

L

お
た
ろ
も
7
0
m
m
初
日
経
ニ
ニ
孟

や
子
供
み
こ
し
か
花
沢
に
郡
山
内
を
狩
り
ま
れ
た
彼
は
筋
2
小
、
我

M
Y中
に
学

ゃ
く
絡
は
さ
ぞ
か
し
お
年
詳
り
の
同
同
日
つ
い
に
は
こ
存
知
的
滅
。
、
か
栓

じ
も
柑
も
し
〈
映
ゥ
た
ニ
ど
だ
う
て
界
的
青
木
作
に
。
市
民
文
化
ス
ポ
ー
ツ

採
り
の
市
民
は
カ
ラ
ホ
ケ
栄
誉
章
の
第
1
号
に
も
同
時
い
て
い
る
“

夫
会
ゎ
昨
年
は
数
手
の
吉
本
功
肉
体
力
内
原
点
は
下
ケ
戸
内

部
叫
た
か
し
を
田
町
き
針
山
や
促
池
n

一
そ
の
こ
と
と
第
2
小
的

大
き
な
送
時
喝
を
さ
ら
っ
運
動
会
主
灯
わ
れ
る
刷
版
付
抗
リ
レ
i

た
σ

で
F
ヶ
同
地
ぱ
が
常
時
し
て
い
る
こ
と

ま
れ
に
波
打
り
の
お
が
し
と
は
ま
A
さ
ら
い
畑
山
関
係
で
も
あ
る
ま
い
初

め
も
伝
総
約
な
一
打
率
。
な
お
下
ヶ
一
例
区
に
は
後
M
M
警
は
じ
め
、

山
憎
ん
~
品
輸
餐
〉
に
緩
ま
り
、
も
と
か
ら
の
ハ
保
氏
内
帆
げ
さ
ん
に
小
抽
出
校

…
年
内
ぷ
波
波
紋
、
鯨
が
多
い
“
よ
る
蝋
後
く
て
は
し
と
約
二
ど
。

ん
綿
糸
白
山
本
命
線
、
三
そ
的
検
、
中
村
、
M
m
絵
、
仰
は
潟
、
命
持

の
諮
党
総
中
u

め
下
な
い
y

か
な
り
μ
付
得
り
が
問
問
ら
れ
る
か
、

ん
ス
ド
…
慌
に
も
附
山
総
山
町
。
今
後
は
そ
め
比
山
中
も
紋
下
す
る
だ
ろ
う
「

公
共
総
設
に
減
浅
い
め
w
v
g
滋
小
抱
…
コ
郊
下
ヶ
…
…
門
2
3
1

も
そ
向
。
と
つ
9

「
小
骨
〈
m
m
)
2
2
8
1

お

に
ゆ
り
」
同
l
ぉ

k
t
き
慰
な
ど
の
肌
諜
を
山
問
機
し
ょ
‘

市
防
犯
協
議
会
p

山
総
1
1
3
奈

川
会
一
で
は
7
H
円
ー
は
か
わ
れ
主

z
l

H
円
か
ら
3
了
討
を
防
犯
モ
テ
ル
地
区
と

し
て
指
定
し
、
地
川
町
ぐ
る
み
て
防
犯
活

動
に
取
り
組
も
宇
)
と
に
し
ま
し
た

ー
日
当
?
る
の
は
山
内
M
m
f
あ
1
前
町
内
会
、

八
'
一
密
滋
り
自
治
会
、
t
H
山
湖
畔
向
治
会
、

白
山
東
町
会
、
円
山
部
G
町
会
、

r
け
山

第
7
前
川
公
的
計
6
白
川
会
、
-
1
9
7

役
此
市
ぜ
吋
年
攻
、
よ
内
肌
院
は
九
日
県
的

総
務
が
れ
件
、
況
が
は
…
ん
1
刊
と
純
潔

よ
か
ゅ
ん
ι
料
品
川
多
か

度
内
到
来
を
告
げ
る
第
3
日
制
為
や

拘

hA4か
6
月
日
日
を
皮
切
り
に
出
掛
さ

れ
、
的
日
ま
F
L
内
山
山
問
中
、
多
く
の

品
財
投
ん
の
討
を
品
市
t
ま
せ
ま
し
た
。

持
政
久
川
会
て
は
今
後
、
託
行
制
や
フ

レ
!
忌
r
m
円
引
眠
中
也
、
地
川
町
一
段
伐
に
よ
る
ハ

i
d
;
ル
防
犯
一
四
説
会
専
を
実
地
7

九
持
続
に
山
間
ぷ
k
h
H
代
め
な
4
4
向
ー
を
日

貼
附
し
て
い
き
ま
す

、

“

じ

5
2

8
3
 

誌
に
品
作
山
間
を
う
え
る

E
と

も

に

お

代
へ
の
け
げ
交
に
も
な
る
工
と
で
Lえ

う
二
ご
し
ま
主
計
、
ト
コ
;
ι
L

i
:
j
i
-
-
ノ

z
i
p

与
え
て
い
ま
す
i

血
相
乏
を
民
間
仁
判
記
罫

め
な
い
均
る
い
告
に
し
た
い
て
す
し
戸

(5) I蹴ー 7. I 

自
山
地
区
を
防
犯
モ
デ
ル
指
定

犯
罪
、
セ
ロ
ヘ
パ
ト
口

i
凡
も

h
?で
r
詞
む
争
議
議

ぬゆ

わ
が
中
川
円
は
、
地
制
改
汁
針
山

氏
絡
も
日
開
会
開
設
な
と
の
持
時
山
聞
に

維
新
件
前
伎
に
は
、
、
今
般
問
務
改
正
山
品
阿
部
付
…
…
日
付
チ
九
始
め
ら
れ
た
め
で
す
か
、
高
生
附
も
な
と
い
づ
状
税
い
を
れ
た
っ
て
係
争
さ
れ
て
、
佐
川
J
は

れ
内
総
終
主
水
凶
都
政
F

神
間
、
下
総
小
金
隊
ヘ
制
m
w
w
v
r
問
問
い
新
掛
川
出
引
に
は
資
金
か
不
似
し
、
そ
の
れ
に
加
え
て
滋
約
域
住
め
最
高
批
判
所
に
あ
た
る
ー
に
事

前
向
骨
識
が
泌
氏
し
ま
し
た
し
撤
新
殻
娘
一
間
役
河
数
、
取
補
H
ノ
後
ハ
杭
町
並
ハ
滅
的

q
pめ
常
務
改
仁
、
旬
、
可
状
内
容
加
と
な
財
政
簿
一
庁
総
平
会
役
め
以
内
打
誌
を
れ
町
、
一
抗
ま
ご
争
わ
れ
ま
し
ず
そ
こ
に
は

中
め
今
日
4

門
r
…
開
城
ム
取
材
担
は
将
軍
中
、
旧
綜
同
川
百
点
当
M
U
澄
一
円
ん
信
号
よ
凶
宵
制
御
j
v
伏
按
学
い
資
金
供
泌
を
求
め
て
山
間
明
会
社
を
設
立
詰
め
て
い
き
ま
す
民
間
政
む
か
ら
の
人
民
告
~
岳
民
』
主
主
太
問
問
長
信
り
冗
剤
、
問
問

濯
が
入
り
乱
れ
て
徐
行
し
、
次
訴
T
L
r
r
R
t
車
内
町
山
町
内
布
遼
が
で
た
の
で
す
。
し
ま
し
た
ρ

先
め
江
戸
打
ち
こ
わ
し
て
金
秘
培
、
退
治
金
免
除
と
対
渋
を
品
仁
平
会
社
内
中
士
一
な
う
た
一
一
一
井
認
、

脳
同
辺
も
品
抑
制
的
内
泊
中
に
あ
り
ま
し
た
一
】
新
政
府
は
同
時
に
各
山
山
県
に
も
間
同
怒
れ
攻
時
半
円
対
象
と
主
っ
た
の
は
こ
れ
ら
る
の
で
す
か
、
司
を
実
せ
ず
、
燃
料
下
潟
そ
の
岳
一
一
間
誌
の
A

一
野
付
利
在
市
門
と

き

て

、

我

孫

子

間

同

辺

を

含

む

下

総

明

治

の

致

財

界

的

官

名

人

+

官

庁

一

方

地

主

近

代

へ

の

出

発

を

考

え

る

時

轟

藷

P
F態
当

惑

之

主

警

官

へ

守

こ

奪

せ

て

て

芝

L

f

E

J

こ

こ

に

欠

か

せ

室

長

事

件

が

あ

謁

諺

]

事

霊

長

者

当

三

f
jメ

de望
号

ペ

学

る

自

炊

き

3
2
1目

立
ま
す

@

!

h

p

;

;

!

6

日
比
バ
問
礼
金
持
泌
氏
問
中
配
ぬ
と
い
勺

i
三

者

芸

牧

内

湖

筆

|

近

代

@

小

金

程

倉

牧

開

審

一

と

そ

の

期

辺

i

長
い
い
ぞ
れ
た
人
事
名
高
ね

滋
て
す
b

一

一

鳩

山

誌

は

お

代

よ

り

出

向

牧

で

ま

す

句

二

め

い

ア

ノ

V

せ
も
、
ニ
内
側
mp

E
5
5、
装

中

濃

い

三

一

則

的

ぬ

ま

汲

め

て

い

ま

す

信

義

た

も

Zけ
ま
し
た
窓
辺
始
後
れ
す
今
年
約
三
九
郎
、
》
い
か
子
議
万
い
い
と
う
て
緩
い
脱
出

て
待
問
川
幕
燃
は
時
間
間
協
約
な
淡
秒
間
に
飛
ぶ
叩
浅
い
に
あ
る
ぷ
町
州
議
ノ
池
内
い
と
埼
災
総
て
は
ニ
め
液
徴
的
影
加
で
一
ト
に
解
飲
と
な
り
ま
寸
挙
後
で
あ
る
ニ
と
が
わ
か
り
ま
1

り
山
川
し
祖
下
給
付
拙
劣
で
は
印
間
情
。
手
は
級
以
刊
に
な
コ
で
、
定
的
か
附
同
制
射
し
た
仏
w
z
/
綴
校
三
F
鈴
、
印
w
仙
沼
等
市
水
京
心
/
事
、
い
の
閥
単
A
r
u
u
m
明
品
川
後
、
問
刈
京
地
出
来
る
仁
汚
六
日
九
円
不
出
向
…
時
中
十

山
内
派
川
倒
的
)
…
総
げ
仰
と
平
行
し
J
M
ふ
万
九
小
威
川
涼
附
川
下
内
総
燃
え
恥
惜
し
ま
a
T
ぞ
れ
将
兵
ぷ
専
門
》
取
り
れ
鮫
a
F
内
総
聞
も
ゆ
M
怖
を
灼
く
ウ
亡
、
!
切
れ
仙
川
は
…
ト
ヘ
よ
り
中
氏
九
五
日
間
引
¥
ニ
的
関
型
史
が

殺
事
件
ふ
粧
品
料
的
総
同
地
を
滋
め
ま
し
た
ー
を
一
枚
一
附
す
る
ふ
と
そ
悶
約
ご
し
で
い
え
立
る
で
、
鋭
校
抑
制
は
そ
れ
を
打
れ
消
し
も
や
内
内
野
山
け
と
な
り
ま
す
一
ト
乏
し
は

r

ヤ
総
合
地
に
件
よ
さ
亡
久
々
η

と
間

務
米
い
い
は
仇
い
:
ふ
手
掛
蛾
内
科
が
紋
帖
刊
さ
内
で
す
。
入
M
m
し
れ
~
そ
め
数
ム
ハ
j331

じ
下
令
り
誠
一
応
終
日
比
の
ム
T
T
M
W
L
み
と
内
る
ニ
閥
単
に
従
事
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